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平成26年度、岡谷市内遺跡発掘調査及び試掘・確認発掘調

査の報告書(概報)を刊行することになりました。

岡谷市は諏訪湖の北西部に位置し、天竜川の水口を有し、東

に八ヶ岳、南には遠く富士山を望み、季節ごとにさまざまな姿

を見ることのできる街です。後背には長地・塩嶺・西山の緑深

き山々と、そこから流れ出ずる河川・湧水は豊かで、これらの

恩恵を受け古来多くの人々が様々な文化を育んでまいりました。

このような自然の恵みに支えられた岡谷市では、縄文時代か

ら中世にいたる200箇所の遺跡があり、古くから他地域との交

流交通の要衝の地として栄えてきました。このような先人の足

跡は後世に伝えられるべき遺産であり、市民共有の財産であり

ます。本市では開発事業に伴う発掘調査を実施し、貴重な資料

を記録に残すとともに出土品の保存と活用に努めています。

本年度は14件の遺跡調査を行いました。得られた成果は貴

重かつ重要であり、当時の人々の生活や社会を知る上で非常に

大きな役割を果たしています。これらの成果は、岡谷市民をは

じめ多くの方々に広く公開してまいりたいと考えております。

報告書刊行にあたり、調査にご理解とご協力をいただきまし

た土地所有者ならびに事業主体者の皆様に感謝申し上げます。

本書が考古学研究に活用されるのみならず、市民の皆様の郷

土史に対する理解を深める一助となることを願っております。

平成27年3月

岡谷市教育委員会

教育長　岩本　博行



例　　要害±害≡三二±

害星星星星星星含量二言

要害土工土工土工二言

岳ココココ≡≡::量

目重工

1.本報告書は、岡谷市内遺跡発掘調査報告書(概報)である。

2.事業は、国の平成26年度国宝重要文化財等保存整備費補助金の交付を受けて、岡谷市教育

委員会が実施した。

3.調査は、国の補助金交付を受けた岡谷市教育委員会が、平成26年4月1日から平成27年

3月19日まで実施した。整理作業は現場作業の少ない時期に行ったが、十分な整理が終了

していないため概報の掲載にとどめてある。

4.出土遺物、記録図面、写真などの資料は岡谷市教育委員会が保管している。

5.本報告書の原稿執筆は山田武文が行い、全体の編集・作図は事務局が行った。
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報告書抄録

番号 �+(ﾛ葦ｨｭB�遺跡名 傀ｨﾝﾙ&��調査の原因 偃X,�(ﾕﾈ�X�)Z��連騰遺物の時代 �+(ﾛ瑛ｩ��dr�

1 ��cx-cB纈�牛平 倬ｩ>��#Csc蔦SC��特養施設建設 �,�+R�奈良・平安 鼎r�

2 釘���-cB����東町田中 �+y&韲Hｷｸ蕀)ｩm｣Cコﾓ���個人住宅建設 �,�+R�澱�

3 釘��x-cB�#"�榎垣外　榎垣外 �+y&�,�自)ｩm｣C�srﾓR�個人住宅建設 �,�+R�����

4 澱紿-cb綯�中尾 ��ﾈｭﾙ(h自)ｩm｣##�rﾓ"�個人住宅建設 �,�+R�迭�

5 澱��(爾ﾓb��2�榎垣外　スクモ塚 �+y&�,�自)ｩm｣3S湯ﾓ�､��個人住宅建設 �,�+R��2�

6 澱��x-cb����峯の畑城址 ��ﾈｭﾙ8ﾈ賈)ｩm｣sc釘ﾓ2�個人住宅建設 �,�+R�迭�

7 澱�#x-cr��R�榎垣外　スクモ塚 �+y&�,�自)ｩm｣3�ビﾓ�､��建物解体、擁壁工事 估�zy(ﾈﾈ｣Xｮ闔)Z�,�+R��3��

8 9 途�3�-c���#��ゅ��-cゅ#��広畑 上向A ��ﾈｭﾘ�8賈)ｩm｣�c�bﾓ�､��鬨�86ﾘﾋC��ﾓ�､��詳細分布調査 コンビニエンスストアー建設 傅ﾉ$xﾈ｣Xｮ顫ﾈﾈ｣#舒闔ｨｨy7舒ﾓb����X勦���ﾈ�7舒ﾙ]�^9�饐�9�ﾂ�,�+R�縄文 奈良・平安 ���"�CB�

10 湯繧�北海戸 伜(岔*ﾉ?�)ｩm｣#c3�ﾓ��集合住宅建設 �,�+R�釘�

11 ��"��R�上屋敷 �+y&頽���蕀)ｩm｣SSc"ﾓ��ガレージ建設 �,�+R�釘�

12 ��"���-c���榎垣外　金山東 �+y&韲Hｷｸ蕀)ｩm｣�Rﾓ��工場建物解体 �,�+R�湯�

13 ��"�#B�榎垣外　金山東 �+y&韲Hｷｹ?�)ｩm｣3CS蔦#�､��宅地造成 �,�+R�釘�

14 ��繹-c"綯�榎垣外　片岡町 �+y&饐�圸*ﾉ?�)ｩm｣#3CRﾓ��個人住宅建設 兌ﾘ����8�7舒ﾙ]��J���#��

第1表　平成26年度　試掘具確認発掘調査および詳細分布調査



1.平成26年度　試掘・確認発掘調査および詳細分布調査の概要

本年度、市内周知の遺跡において農地転用、公共事業等が計画・実施され、岡谷市教育委員会が対応した

件数は8遺跡14件である。調査の原因は、個人住宅建設が6件、宅地造成が1件、既存建物の解体が2件、

その他が4件、ほかに詳細分布調査が1件である。

本年度の調査では、榎垣外遺跡スクモ地区において5基の掘建柱穴を確認した。位置的には正庁の南辺

部と想定され、囲い施設や掘立建物の柱穴の可能性が考えられる。広畑遺跡では、土器を埋納した小竪穴

5基と小穴29基が発見された。集落構造を知る上で重要な資料となった。

〇　　　　　　　人

・人∴I’、 ↓

・lo5`

l　　▲ .

e　●　　　　　‾　・　▲

l　　人　、

¥　　-、

やまびこ
ろ子ら辱二二

宅音　A973.ヽ

・、_/●、ヽ_高∴十〇

槌繊癌I!弼Ii准弛

人　　　　中

l●　-

.レl.・・.・今∴l・
・ /’ ・l・・・・←-・言_

・ノザ6 ∴‥二㌦. ≠
・ o　●、÷∴. ¥∴、

・●.l

.・ヽ●

∴モノー、〕

.二二●●

ん

第1図　試掘農確認発掘調査および詳細分布調査地点(番号は第1表の-覧表に同じ1 :40,000)
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2.広畑遺跡の詳細分布調査

調査の場所

調査の期間

調査の目的

発見された遺構

発見された遺物

岡谷市川岸上四丁目1616-1外

平成26年7月30日~平成26年11月28日

遺跡の活用を図るための基礎資料とする

縄文時代　　　小竪穴5基、小穴29基

土器片・石片・一括土器6・石錬8・石錐1・石匙1・サイドスクレイパー1

不定形石器2 ・打製石斧25 ・磨製石斧4 ・横刃形石器3 ・粗製石匙4

磨石1・凹石8・砥石1

琴‾ 1㌻三三三重

第2図　トレンチ位置図(1:2,500)

C3　B24“25遺構群

C4　A〇　°19P

2

C4　A「。2遺構群

C4　A2“21P



3.平成26年度　試掘・確認発掘調査の写真

図版1牛平遺跡

潔潜●雪、

図版3　榎垣外遺跡榎垣外地区278次調査

図版5　榎垣外遺跡スクモ塚地区279次調査
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図版7　榎垣外遺跡スクモ塚地区280次調査

図版2　東町田中遺跡

図版4　中尾遺跡

図版6　峯の畑城址

図版8　榎垣外遺跡スクモ塚地区280次調査



図版9　上向A遺跡

図版11北海戸遺跡

図版13　榎垣外遺跡金山東地区281次調査

図版15　榎垣外遺跡片間町地区283次調査
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図版10　上向A遺跡

図版12　上屋敷遺跡

図版14　榎垣外遺跡金山東地区282次調査

図版16　榎垣外遺跡片間町地区283次調査



報告書抄録
書名ふりがな �*�*�.(+X,�*(*(+�*ｸ,ﾘ,�*ﾘ,(+�.X*H+8-�*H+�*ﾘ+X.R�*ｨ*(-�*B��
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シリーズ名 ��

シリーズ番号 ��

編著者名 �+ynﾈﾊx圸$ｨ�8ｻ8支効醜橙�

編集機関 �+ynﾈﾊx圸$ｨ�8ｻ8支効醜橙�

発行機関 �+ynﾈﾊx圸$ｨ�8ｻ8支効醜橙�

発行年月日 �#��S�3#��

作成機関　工D �#�#�B�

郵便番号 �8��釘ﾓ���S���

電話番号 ��#cbﾓ#2ﾓC����

住所 �+ynﾈﾊx圸$ｨ�8ﾔｹ*ﾃふ��

所収遺跡名ふりがな �-�.ｸ,ﾘ+ﾘ*(+�*ｲ�

所収遺跡名 儘ﾉJ�)�R�

所在地ふりがな �,�*ｨ,ﾈ*�/�*�*�.(+X*�.ﾘ+H+X*�-ﾘ.h/�+�.X*H-���-�*��

遺跡所在地 �+ynﾈﾊx圸$ｨ�9�ﾈｭﾘ�8賈)ｩm｣�c�bﾓ�､��

市町村コード �#�#�B�

遺跡番号コード �#2�

北緯 �3c����2��h�b�

東経 ��3�������3H�b�

調査期間 �#��C�s3�-c#��C��#��

調査面積 ���"��-��

調査原因 ��ｨﾝyZｩWｩ+(ﾛ��

種別 偖yx��

主な時代 �>ｩ[h鳬�2�

遺跡概要 偖yx闔ｩ>ｩ[h耳揵$xﾈ｣X自7舒ﾙ]���饐��

特記事項 �>ｩ[h鳬�9(hｯｨ,ﾉ7舒ﾘ/�hIEｸ+X+ﾘ揵$xﾈｨ/�Jﾘﾊ�+X+ﾘ�"�
住居跡が環状にあり、その内側に小竪穴弾が展開する。 
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